
                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月３日（水）、唐ワンくんの挨拶運動がありました。ちょっと 

照れくさそうにしている子、嬉しくて抱きつく子、反応は様々でし 

たが、日常の朝が活気づきました。挨拶の後は、１年生の教室で、 

朝の集めものを手伝ってくれていました。１年生は大喜びでした。 
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学校教育目標「豊かな心をもち生き生きと自分の『よさ』を発揮できる湊っ子の育成」 

つながれ！笑顔 

 

令和 6年 7月１８日(木) 

発行責任者 

 校長  浦元 奈美 

【児童数】 

男子６５名 女子 61名 

計 1２６名 

坂本 さん 堤 さん 三宅 さん 

北方 さん 田原 さん 大和 さん 

野中 さん 

 今年度も読み聞かせボランティア「となみ」のみなさん

に、来ていただいています。ワクワクする話、心があった

かくなる話、季節を感じる話、考えさせる話など、内容は

様々で、子どもたちも楽しみにしています。読み聞かせに

は、「子供の言語の発達を促す」「感情の発達、社会性の成

長を促す」「想像力と創造性を発達させる」などの効果が

あるそうです。お家でもぜひ、読み聞かせてください。 



 

 

相賀の宮崎さんにいただいた 

カブトムシの幼虫。５年生で育て 

ていた幼虫が、さなぎに・・・。 

しっかり成長しています。 

自分の家で育てている子供たちも 

成長の様子を教えてくれますよ。 

 

     

６月２４日（月）、あすちゃれ！スクール「車いすバスケットボール」がありました。

３，４年生の参加です。シドニーパラリンピック男子車いすバスケットボール日本代表キ

ャプテンの根岸慎志さんを迎え、パラスポーツを体験しました。根岸さんは、子どもたち

への話の中で、「みんなは、いろいろな場面で支えられて応援してもらって生きている。

その経験から応援してもらうことは嬉しいし力になることを分かっている。だから、友達

や周りの人を応援できる人になっている。」と話されました。この体験の時間ずっと、友

達や先生を応援する声が体育館に響いていました。応援の中で生まれる「人間の可能

性」、「誰もが違いを認め素敵に輝く社会」をめざす根岸さんの言葉は、子供たちの心に 

残ったことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月の１７日～２８日は縦割り掃除週間でした。 

                 それぞれの持ち場を異学年で役割分担しながら掃除 

しました。雑巾を二つ折りにし、丁寧に廊下をふく 

姿には、いつも感心させられます。手洗い場の排水 

溝の中まで丁寧に洗います。上級生の立派な手本が 

下級生に引き継がれています。 

湊小の自慢の一つです。 

 

 

 

 

 


